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〈公共交通機関〉
●熊本駅から都市バスで約 40 分
　（競輪場前バス停下車）
● JR 鹿児島本線・熊本駅から
　水前寺駅まで約 10 分
●熊本駅から市電で新水前寺駅
　まで約 40 分
● JR 豊肥本線・水前寺駅から徒歩
　で約 15 分
● JR 豊肥本線・新水前寺駅から
　徒歩で約 20 分
　※公共交通機関でのご来場に
　　ご協力ください。
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〈熊本バンクデータ〉
周 長 400㍍
見 な し 直 線 距 離 60.3㍍
直 線 部 路 面 傾 斜 2 度 51 分 45 秒
セ ン タ ー 部 路 面 傾 斜 34 度 15 分 29 秒
ホ ー ム 幅 員 10.0㍍
バ ッ ク 幅 員 9.0㍍
セ ン タ ー 幅 員 8.0㍍
上 が り 最 高 10 秒７

嘉 永　 泰 斗 ＝ 2024 年 7 月 21 日

S 級戦決め手別 1、2着
差 　 し ― 逃 　 げ （　４２回）
ま く り ― マ ー ク （　４０回）
差 　 し ― 差 　 し （　３８回）
差 　 し ― ま く り （　３４回）
差 　 し ― マ ー ク （　２６回）
逃 　 げ ― マ ー ク （　２５回）
ま く り ― 差 　 し （　２４回）
逃 　 げ ― 差 　 し （　１０回）
そ の 他 （　１３回）

（2025 年 2 月～ 2026 年 8 月）
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熊本記念競輪〔ＧⅢＧⅢ〕  10 月22（木）23（金）24（土）25（日）出場予定選手  （成績は8月27日現在）
級
班 選手名 年

齢 府県 期別 決勝
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得点 逃 捲 差 ク Ｂ
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齢 府県 期別 決勝
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優
勝

１
着

２
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３
着

着
外

競走
得点 逃 捲 差 ク Ｂ

Ｋ
関東関東 SS 眞　杉　　　匠 27 栃木 113 3 0 5 2 2 3 120.75 1 3 3 0 2

関東関東
S2 内　藤　高　裕 38 東京 96 0 0 0 2 3 11 99.00 0 0 0 2 0

近畿近畿 SS 脇　本　雄　太 37 福井 94 2 1 4 1 0 6 117.45 0 4 1 0 2 S2 今　井　　　聡 39 東京 113 0 0 0 2 4 9 97.53 0 0 2 0 0
九州九州 SS 嘉　永　泰　斗 28 熊本 113 1 0 3 3 1 5 118.66 0 4 1 1 2 S2 渡　邉　　　壘 23 新潟 125 0 0 1 2 1 7 101.54 1 0 2 0 3

北日本北日本

S1 小　原　佑　太 30 青森 115 0 0 1 3 2 8 105.64 3 1 0 0 10

南関東南関東

S2 田　中　晴　基 40 千葉 90 0 0 1 3 5 10 102.57 0 0 3 1 0
S1 菅　田　壱　道 40 宮城 91 2 1 4 4 2 6 115.31 0 0 5 3 0 S2 五十嵐　　　力 47 神奈 87 0 0 0 0 0 3 91.66 0 0 0 0 0
S1 成　田　和　也 47 福島 88 2 0 1 2 3 6 109.91 0 0 3 0 0 S2 東　　　龍之介 36 神奈 96 0 0 4 1 2 6 104.92 0 1 4 0 0
S1 星　野　洋　輝 26 福島 115 1 1 2 0 5 7 105.92 0 2 0 0 0 S2 新　村　　　穣 33 神奈 119 0 0 5 0 1 6 102.25 1 1 3 0 2

関東関東

S1 佐　藤　礼　文 35 茨城 115 3 0 1 2 2 5 110.80 0 0 2 1 0 S2 野　中　龍之介 25 神奈 127 3 0 0 7 1 8 104.87 5 2 0 0 9
S1 木　村　皆　斗 25 茨城 119 3 0 2 2 5 8 109.23 4 0 0 0 10 S2 丸　山　啓　一 51 静岡 74 0 0 2 2 1 11 98.18 0 0 2 2 1
S1 恩　田　淳　平 36 群馬 100 2 1 2 2 1 8 109.23 0 1 2 1 0 S2 格　清　洋　介 32 静岡 111 0 0 8 1 2 8 101.26 3 6 0 0 5
S1 宿　口　陽　一 42 埼玉 91 1 0 2 2 1 9 107.85 0 0 3 1 0 S2 長　田　龍　拳 25 静岡 117 1 0 2 2 3 6 104.38 3 0 1 0 7
S1 志　村　太　賀 43 山梨 90 0 0 0 4 1 11 100.06 0 0 2 2 0

中部中部

S2 吉　川　起　也 43 富山 92 0 0 3 1 2 10 97.18 2 2 0 0 3

南関東南関東

S1 石　毛　克　幸 49 千葉 84 0 0 2 3 2 10 104.52 0 0 3 2 0 S2 八日市屋　浩之 51 石川 79 0 0 0 3 2 9 97.28 0 0 0 3 0
S1 松　坂　洋　平 44 神奈 89 2 1 5 3 3 10 106.00 0 1 6 1 0 S2 山　口　泰　生 44 岐阜 89 0 0 0 0 0 3 90.33 0 0 0 0 0
S1 深　谷　知　広 36 静岡 96 3 1 5 5 3 6 115.36 4 3 2 1 7 S2 不　破　将　登 38 岐阜 94 0 0 3 2 2 8 100.86 0 0 3 2 0
S1 簗　田　一　輝 30 静岡 107 1 0 2 3 3 4 112.50 0 1 2 2 0 S2 長　尾　拳　太 33 岐阜 103 1 0 1 3 2 5 107.00 0 0 2 2 0

中部中部
S1 川　口　聖　二 32 岐阜 103 0 0 5 2 4 11 105.04 0 3 4 0 6 S2 棚　瀬　義　大 26 岐阜 123 4 0 6 4 2 4 108.00 10 0 0 0 11
S1 山　口　拳　矢 30 岐阜 117 2 1 5 6 0 7 114.27 2 5 4 0 3 S2 山　内　卓　也 49 愛知 77 0 0 4 4 2 9 102.89 0 0 6 2 0
S1 坂　口　晃　輔 38 三重 95 0 0 0 3 2 7 105.08 0 0 3 0 0 S2 高　橋　和　也 40 愛知 91 0 0 7 0 2 7 103.25 1 2 4 0 2

近畿近畿
S1 山　田　久　徳 39 京都 93 1 0 0 3 4 10 107.64 0 0 3 0 0 S2 伊　藤　稔　真 29 三重 111 0 0 1 2 0 13 95.31 0 1 1 1 1
S1 岡　崎　智　哉 41 大阪 96 1 0 3 2 3 8 107.43 0 1 4 0 0

近畿近畿

S2 渡　辺　十　夢 46 福井 85 1 0 2 3 3 10 102.16 0 0 3 2 0
S1 三　谷　竜　生 39 奈良 101 0 0 3 1 2 4 110.60 0 3 1 0 1 S2 清　水　剛　志 35 福井 103 0 0 4 3 1 7 102.53 0 0 6 1 0

中国中国
S1 河　端　朋　之 41 岡山 95 2 0 2 5 3 9 109.68 1 4 2 0 7 S2 佐　野　梅　一 50 京都 78 0 0 0 0 0 20 90.90 0 0 0 0 0
S1 田　中　勇　二 38 岡山 95 2 0 3 1 2 6 106.66 0 0 4 0 0 S2 川　村　晃　司 50 京都 85 0 0 2 1 1 13 98.47 0 3 0 0 2

四国四国

S1 香　川　雄　介 52 香川 76 2 0 1 5 0 13 105.94 0 0 3 3 0 S2 福　永　大　智 28 大阪 113 3 1 1 7 1 4 107.23 0 5 1 2 5
S1 原　田　研太朗 36 徳島 98 1 0 4 2 6 11 105.43 0 5 1 0 1 S2 南　部　翔　大 25 大阪 125 2 1 5 3 2 5 102.80 4 3 1 0 7
S1 小　川　真太郎 34 徳島 107 3 3 6 0 4 2 108.33 0 2 4 0 2 S2 徳　丸　泰　教 41 兵庫 95 0 0 0 1 1 21 93.78 0 0 0 1 0
S1 橋　本　　　強 41 愛媛 89 0 0 3 2 2 4 111.90 0 0 3 2 0 S2 藤　井　栄　二 35 兵庫 99 0 0 2 2 2 6 99.91 0 1 2 1 0
S1 松　本　貴　治 32 愛媛 111 1 0 4 2 2 2 118.90 0 1 4 1 2 S2 西　岡　利　起 25 奈良 125 0 0 1 0 2 16 94.36 0 1 0 0 6

九州九州

S1 田　中　　　誠 43 福岡 89 4 0 1 3 2 10 104.62 0 0 4 0 0

中国中国

S2 青　木　瑞　樹 27 岡山 123 2 1 4 4 2 6 104.75 4 2 1 1 10
S1 立　部　楓　真 28 佐賀 115 0 0 1 4 2 9 102.50 1 4 0 0 5 S2 猿　樂　楓　樹 25 岡山 127 2 0 5 4 0 3 105.91 7 2 0 0 12
S1 阿　部　将　大 30 大分 117 2 0 1 2 3 9 112.00 1 1 0 1 2 S2 前　反　祐一郎 52 広島 81 0 0 1 1 2 13 94.76 0 0 1 1 0
S1 中　川　誠一郎 47 熊本 85 0 0 3 0 2 6 106.81 0 2 1 0 0 S2 大　屋　健　司 45 広島 87 1 0 2 4 3 4 103.61 0 0 3 3 0
S1 松　川　高　大 37 熊本 94 2 0 6 1 3 8 105.94 0 1 6 0 0 S2 山　下　一　輝 37 山口 96 0 0 1 2 2 13 97.55 0 0 1 2 0
S1 塚　本　大　樹 38 熊本 96 1 0 1 2 3 7 109.92 0 0 1 2 0 S2 富　　　武　大 29 山口 121 0 0 4 0 2 7 98.53 0 2 2 0 3
S1 東　矢　圭　吾 28 熊本 121 0 0 1 1 2 7 104.81 0 1 1 0 2

四国四国

S2 児　玉　慎一郎 52 香川 76 0 0 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0

北日本北日本

S2 佐　藤　康　紀 52 青森 73 0 0 0 1 2 14 93.05 0 0 0 1 0 S2 高　原　仁　志 46 徳島 85 0 0 0 0 1 10 97.00 0 0 0 0 0
S2 高　木　　　翔 32 岩手 105 0 0 0 4 1 9 97.50 0 0 1 3 0 S2 小　川　丈　太 31 徳島 111 1 0 3 4 1 4 104.16 0 4 2 1 1
S2 竹　村　勇　祐 36 秋田 96 1 0 2 4 2 7 104.40 0 0 4 2 0 S2 久　田　裕　也 27 徳島 117 2 0 4 8 2 5 104.68 4 6 1 1 6
S2 尾　形　鉄　馬 36 宮城 107 1 0 2 3 2 6 102.30 0 0 4 1 0 S2 濱　田　浩　司 47 愛媛 81 2 0 0 5 4 4 104.76 0 0 1 4 0
S2 高　橋　　　舜 25 宮城 125 1 0 0 2 1 6 99.88 2 0 0 0 6 S2 野　村　典　嗣 36 愛媛 109 0 0 0 0 0 16 93.75 0 0 0 0 0
S2 小　野　大　介 42 福島 91 0 0 1 1 1 10 97.76 0 0 1 1 0 S2 林　　　昌　幸 24 愛媛 119 3 0 4 4 4 3 105.80 6 2 0 0 10
S2 伊　東　翔　貴 36 福島 100 0 0 2 2 1 4 102.22 2 1 1 0 5

九州九州

S2 山　口　貴　嗣 48 福岡 82 0 0 1 6 0 9 99.37 0 0 2 5 0
S2 中　村　龍　吉 26 福島 125 1 0 4 3 2 6 104.06 5 2 0 0 7 S2 阿　部　英　斗 22 福岡 125 0 0 1 1 0 5 102.14 0 2 0 0 4

関東関東

S2 石　川　裕　二 42 茨城 99 0 0 1 0 3 7 96.36 0 0 1 0 0 S2 山　口　貴　弘 42 佐賀 92 0 0 0 3 1 7 97.90 0 0 2 1 0
S2 磯　田　　　旭 36 栃木 96 0 0 0 2 2 6 101.10 0 0 1 1 0 S2 坂　田　康　季 28 佐賀 121 1 0 5 2 2 4 104.53 0 7 0 0 6
S2 福　田　稔　希 23 栃木 125 0 0 2 1 0 2 104.40 0 1 2 0 2 S2 甲　斐　俊　祐 28 大分 121 0 0 1 2 3 6 98.58 2 1 0 0 4
S2 小　林　潤　二 54 群馬 75 0 0 0 0 2 9 94.45 0 0 0 0 0 S2 合　志　正　臣 49 熊本 81 0 0 0 2 3 5 97.70 0 0 1 1 0
S2 小　林　大　介 48 群馬 79 1 0 2 1 2 8 98.76 0 0 3 0 0 S2 徳　永　哲　人 44 熊本 100 0 0 2 2 4 11 102.78 0 0 2 2 0
S2 金　子　哲　大 38 埼玉 95 0 0 1 2 3 10 97.18 1 0 2 0 2 S2 松　本　秀之慎 24 熊本 121 1 0 5 1 2 3 105.18 1 4 1 0 4
S2 高　橋　広　大 39 埼玉 99 0 0 0 2 4 10 99.43 0 0 1 1 0 S2 佐　藤　壮　志 23 熊本 123 2 0 2 4 2 5 103.30 3 2 1 0 8
S2 森　田　優　弥 28 埼玉 113 2 0 8 2 1 6 113.35 2 8 0 0 7 S2 小　酒　大　勇 32 宮崎 103 0 0 0 0 2 14 95.93 0 0 0 0 0
S2 安　彦　統　賀 27 埼玉 121 0 0 0 1 0 8 95.55 0 1 0 0 0 S2 田　村　　　大 28 宮崎 119 1 0 1 3 2 12 98.88 2 1 1 0 7
S2 朝　倉　佳　弘 45 東京 90 0 0 1 3 1 7 100.66 0 0 2 2 0
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優出有力選手（8月 27 日現在）

級
班 選　手　名 年

齢 府県 期
別

九州九州 SS 嘉　永　泰　斗 28 熊本 113

近畿近畿 SS 脇　本　雄　太 37 福井 94

関東関東 SS 眞　杉　　　匠 27 栃木 113

南関東南関東 S1 深　谷　知　広 36 静岡 96

四国四国 S1 松　本　貴　治 32 愛媛 111

中部中部 S1 山　口　拳　矢 30 岐阜 117

北日本北日本 S1 菅　田　壱　道 40 宮城 91

南関東南関東 S1 簗　田　一　輝 30 静岡 107

関東関東 S2 森　田　優　弥 28 埼玉 113

熊本記念〔ＧⅢＧⅢ〕 概定番組表

火の国杯争奪戦

第１日 10/22（木） 第２日 10/23（金） 第３日 10/24（土） 第４日 10/25（日）

〔98〕

一予選 １１
R

〔112〕

準決勝 ３
R

二予選 　 　１～３位 (21)
　 　 ４位 (  6)

〔99〕

選　抜 ３
R

特　選 　 　７～９位 (  9)
選　抜 　 　４～６位 (  9)
一　般 　 　１～３位 (  9)

〔119〕

決　勝 １
R

準決勝 　 　１～３位 (  9)

〔105〕

二予選 ７
R

初特選 　 　１～９位 (  9)
一予選 　 　１～４位 (44)

５位 (10)

〔95〕

一　般 ３
R

選　抜 　 　７～９位 (  9)
一　般 　 　４～９位 (18)

〔111〕

特　秀 ２
R

準決勝 　 　４～６位 (  9)
特　選 　 　１～３位 (  9)

〔105〕

特　選 ３
R

準決勝 　 　７～９位 (  9)
特　選 　 　４～６位 (  9)
選　抜 　 　１～３位 (  9)

〔105〕

特　選 ３
R

二予選 　 　 　 ４位 (  1)
　 　 ５～７位 (21)

選　抜　 　 　 　１位 (  5)

〔99〕

選　抜 ３
R

二予選 　 　８～９位 (14)
選　抜 　 　２～３位 (10)

　 　４位 (  3)

〔94〕

一　般 ３
R

選　抜　 　 　 　４位 (  2)
　 　５～９位 (25)

〔94〕

選　抜 ５
R

一予選　 　 　 　 ５位 (  1)
　 　 ６～９位 (44)

〔108〕

初特選 １
R

　
　昨年の前橋寬仁親王
牌を単騎捲りで獲った
シンデレラボーイ。Ｓ
Ｓとして全力で走り抜
いたが九州一人ではど
うする事もがこの成績
だが、ＳＳ維持にはラ
スト勝負に成る競輪祭
を獲るためにも今回の
地元記念は大事。今年
２月の全日本選抜は最
高に仕上げていたのに
準優で不本意な失格に
泣いたのもあり、リベ

ンジするには優勝するしか無いで弥彦寬仁親王牌
の後も休まず練習に打ち込み、最高の状態で突入
する予定。初日特選は単騎に成るが、２次予選か
らは九州の仲間が手助けしてくれるので勝負は決
勝、優勝に真一文字。

嘉永　泰斗（熊本・113 期）

　
　ご存知、平成の怪物
は自転車競技をこよな
く愛し、弱冠 21 歳で
前橋で開催された高松
宮記念杯を獲った記録
はその後、破られてな
い。考える事があって
ナショナルチームに所
属。世界の強豪と１０
年近く渡り合ったのは
大きな財産。その流れ
で思い切って愛知から
静岡に移籍したのは練
習環境を求めてのもの

で、静岡輪界の底上げに着手。来る者拒まずで質
の高い練習を繰り返し、それでも足らず夏の間は
長野のしらびそ高原で合宿を定期的にやってきた
のがこの素晴らしい成績。熊本記念は新バンク初
の覇者、当然２度目は狙う。

深谷　知広（静岡・96期）

　
　北日本輪界を代表す
るスタープレーヤーに
成長。グランプリこそ
後輩阿部拓真に先を越
されたが、アイツがや
れたなら俺でもやれる
で練習に打ち込んでい
るのがこの安定した成
績。コメントは自力・
自在が多いけど、やっ
ている事は位置を取っ
てのショート捲りに鋭
い追い込み。熊本のカ
ントが立った直線長い

バンクは脚質マッチして居り、今回は北日本の砦
を守るためにも優出は自らに与えたノルマ。成田
和也に任されたら当然動くが、勝ち上がりの段階
では小原佑太・高橋舜・中村龍吉の自力型が頼み
の綱。狙うは当然優勝。

菅田　壱道（宮城・91期）

　
　２月当地全日本選抜
は自力で決勝に駒を進
めるや、後輩寺崎浩平
の赤板発進を無にせぬ
ＢＳ番手捲りで古性優
作を振り切った会心の
優勝は記憶に鮮烈。良
い事は続かず、３月の
防府ウィナーズカップ
で痛恨の落車、これで
完治してない左肘関節
を痛めた事で平塚ダー
ビーの前に思い切って
何度目かの手術を断行、

高松宮記念杯には何とか間に合わせたものの完調
には程遠く、それが松山オールスターでも、治療
しながらやれる事は全てやっているのは初代グラ
ンプリスラマーのプライド。思い出の熊本バンク
に颯爽と再登場。

脇本　雄太（福井・94期）

　
　昨年はオールスター・
寬仁親王牌・競輪祭で
優出、ＧⅠＶは手の届
く所まで来ている愛媛
輪界のトップに立つ実
力者。獲ると決めて臨
んだ地元オールスター
はメンバーに恵まれて
決勝進出。番手捲りの
犬伏湧也の後に成った
時は夢を見たのに思わ
ぬ展開に成り連結を外
した事で幻に終わった
が、まだグランプリは

あきらめて居らず、ラストチャンスの競輪祭は昨
年のリベンジもあり獲りに行くためにも今回の記
念は大事。メンバー上、自分でやるしかないのは
大歓迎。熊本バンクは２月全日本選抜を走ってい
るので不安はゼロ。

松本　貴治（愛媛・111 期）

　
　静岡の闘将、村本大
輔（77 期引退）に弟子
入りするため居住地を
静岡に移籍。デビュー
後は自力に徹していた
が一変したのが崇拝す
る深谷知広が静岡に移
籍して来た事。渡邉雄
太と共に行動を共にす
る事で脚力アップと意
識改革に成功。それが
2023 年競輪祭の優出で
あり、６月岸和田高松
宮記念杯の準優勝。メ

ンバー次第では自力を出す事はあるが基本は師匠
譲りの狭い所を突っ込める度胸満点の運行。８月
末の奈良ＦⅠ優勝が現在の調子。熊本は全日本選
抜を補充で３日間走ったばかり。深谷の番手を守
り通す。

簗田　一輝（静岡・107 期）

　
　事故点がかさみ９月
は斡旋停止のペナル
ティを食らったが、そ
こ迄やるだけの事は
やった対価が１億円を
越える賞金。これで４
年連続のグランプリ出
場は決定的。誰よりも
ラインを大事にする走
りが時として過剰に成
り、落車・失格のリス
クを負う羽目に成って
も意思を曲げないレー
ススタイルがファンに

受けて松山オールスターはファン投票１位の栄
誉。熊本は２月全日本選抜以来。その時の成績は
特選スタートで①④⑥⑥。結果としては不本意な
成績でも４日間走れたのはプラス。今回は同期森
田優弥との連携で狙うはＶのみ。

眞杉　　匠（栃木・113 期）

　
　父はグランプリ２度
優勝の山口幸二氏、名
解説者として大活躍さ
れている事もありプ
レッシャーは相当な物
だが、良い意味で気に
しない大胆な性格に素
質はすでに父を越えて
いるのでは。その証拠
が３年前平塚ダービー
の優勝。層の薄い中部
輪界に居てはここ一番
のレースは単騎に成る
事が多く、それで特別

Ｖから遠ざかっているが、今年は積極的に動く事
を心掛けているのは、それだけの裏付けがあるか
ら。熊本の新バンクは３度目。２月の全日本選抜
は連日単騎の闘いで決勝３位の活躍。今回は後輩
棚瀬義大が居るのは楽しみ。

山口　拳矢（岐阜・117 期）

　
　高校迄は競輪選手
に成るため陸上競技
は砲丸投げで基礎体力
を養いエリート揃い
の１１３期を卒業。デ
ビュー当初から頭角を
現しＳ級上位に定着す
るのは早かったのに負
けず嫌いが時々度を越
し、自力型なのにラフ
プレーが続き、年間に
４・５回は失格する事
で付いた仇名は有難く
ない「令和の失格王」。

それで斡旋停止は日常茶飯事だが、その都度強く
成って戻って来るのは何時の日かは同期同級生の
ライバル眞杉匠を追い抜いてやるの野望があるか
ら。今回は２班なので予選スタートだが力で勝ち
上がり優出は外さない。

森田　優弥（埼玉・113 期）

菅田　壱道 山口　拳矢

森田　優弥

三谷　竜生阿部　将大

簗田　一輝

深谷　知広 ＳＳ  脇本　雄太松本　貴治 ＳＳ 眞杉　　匠 ＳＳ 嘉永　泰斗
　

脇
本
雄
太
（
福
井
）
の

優
勝
で
幕
を
閉
じ
た
今

年
２
月
の
全
日
本
選
抜

（
Ｇ
Ⅰ
）
の
興
奮
が
冷
め

や
ら
ぬ
中
で
迎
え
る
記

念
競
輪
。
火
の
国
杯
争

奪
戦
に
全
国
か
ら
Ｓ
級

の
強
豪
が
集
結
。
今
回

も
例
年
通
り
、
決
勝
に

駒
を
進
め
る
で
あ
ろ
う

９
名
を
抜
粋
。

　

北
日
本
か
ら
は
オ
ー

ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー
菅
田
壱

道
（
宮
城
）、
勝
ち
上
が

り
の
段
階
で
は
北
の
仲

間
、
小
原
佑
太
（
青
森
）

成
田
和
也
（
福
島
）
と

連
携
。

　

関
東
か
ら
は
今
年
の

い
わ
き
平
グ
ラ
ン
プ
リ

出
場
は
賞
金
で
ほ
ぼ
確

定
し
て
い
る
Ｓ
Ｓ
班
眞

杉
匠
（
栃
木
）
と
２
班

な
が
ら
強
烈
パ
ワ
ー
の

森
田
優
弥
（
埼
玉
）、「
令

和
の
失
格
王
」
と
有
難

く
な
い
異
名
を
頂
い
て

い
る
が
、
払
拭
せ
ん
と

極
力
横
を
封
印
し
て
縦

脚
を
磨
い
て
い
る
の
で

決
勝
に
乗
っ
た
ら
同
期

同
級
の
眞
杉
の
前
を
志

願
す
る
。
こ
の
２
人
と

連
携
す
る
の
は
自
力
の

木
村
皆
斗
（
茨
城
）
に

マ
ー
カ
ー
恩
田
淳
平
（
群

馬
）
宿
口
陽
一
（
埼
玉
）

佐
藤
礼
文
（
茨
城
）。

　

南
関
東
の
代
表
は
、
一

昨
年
の
熊
本
記
念
の
覇

者
、
深
谷
知
広
（
静
岡
）

が
連
覇
を
狙
っ
て
登
場
。

連
携
す
る
の
は
練
習
仲

間
で
グ
ラ
ン
プ
リ
出
場

に
好
位
を
キ
ー
プ
し
て

い
る
簗
田
一
輝
（
静
岡
）。

　

中
部
か
ら
は
、
熊
本

全
日
本
選
抜
決
勝
３
位

の
山
口
拳
矢
（
岐
阜
）
に

祖
父
母
・
両
親
は
熊
本
出

身
の
坂
口
晃
輔
（
三
重
）。

　

近
畿
は
全
日
本
選
抜

の
覇
者
、
脇
本
雄
太
（
福

井
）
が
凱
旋
も
心
配
は

持
病
の
腰
痛
、
そ
し
て
左

肘
関
節
骨
折
の
後
遺
症

だ
が
、
走
っ
て
く
れ
る

な
ら
思
い
出
バ
ン
ク
で

異
次
元
パ
ワ
ー
の
再
現
。

連
携
す
る
の
は
三
谷
竜

生（
奈
良
）山
田
久
徳（
京

都
）
岡
崎
智
哉
（
大
阪
）。

　

四
国
は
、
松
山
オ
ー

ル
ス
タ
ー
の
活
躍
が
記

憶
に
新
し
い
松
本
貴
治

（
愛
媛
）
に
小
川
真
太
郎

（
徳
島
）
橋
本
強
（
愛
媛
）

が
有
力
。

　

中
国
は
天
才
ス
プ
リ

ン
タ
ー
河
端
朋
之
（
岡

山
）。

　

九
州
は
今
大
会
の
主

役
、
Ｓ
Ｓ
嘉
永
泰
斗
（
熊

本
）
を
筆
頭
に
、
男
の

中
の
男
、
阿
部
将
大
（
大

分
）。
地
元
記
念
に
張
り

切
る
中
川
誠
一
郎
・
塚
本

大
樹
・
東
矢
圭
吾
・
松

川
高
大
。

　

前
記
の
中
か
ら
激
戦

の
準
決
勝
を
ク
リ
ア
し

て
来
る
１
番
目
は
地
元

代
表
の
嘉
永
泰
斗
、
当

然
気
合
が
違
う
し
番
組

に
も
恵
ま
れ
る
有
利
。
次

い
で
輪
史
最
強
の
レ
ー

サ
ー
脇
本
雄
太
、
位
置

に
拘
ら
ず
シ
ン
プ
ル
に

力
出
し
切
れ
ば
ア
ク
シ

デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
な

い
限
り
大
丈
夫
。
先
行
・

捲
り
・
捌
き
と
何
を
や
っ

て
も
超
一
級
品
の
眞
杉

匠
な
ら
取
り
こ
ぼ
す
事

は
考
え
ら
れ
な
い
が
、

不
安
が
あ
る
と
す
れ
ば

頑
張
り
過
ぎ
て
の
失
格
・

落
車
。
北
日
本
か
ら
も

一
人
選
ぶ
と
す
れ
ば
、

勝
負
強
さ
は
天
下
一
品

の
菅
田
壱
道
。
南
関
東

は
熊
本
新
バ
ン
ク
初
の

記
念
を
制
し
た
深
谷
知

広
、
い
わ
き
平
グ
ラ
ン
プ

リ
を
決
め
る
た
め
に
も

欲
し
い
の
は
優
勝
賞
金
。

連
携
す
る
簗
田
一
輝
に

は
初
Ｇ
Ｐ
出
場
と
言
う

目
標
が
あ
る
の
で
。
単

騎
の
競
走
は
慣
れ
て
い

る
中
部
№
１
山
口
拳
矢
。

瀬
戸
内
か
ら
は
松
本
貴

治
。
９
番
目
は
脇
本
の

番
手
が
あ
る
三
谷
竜
生

と
も
思
わ
れ
ま
し
た
が
、

敢
え
て
予
選
ス
タ
ー
ト

の
フ
ァ
イ
タ
ー
森
田
優

弥
を
抜
擢
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
展
開
は
、
逃

げ
る
事
に
迷
い
が
な
い

深
谷
に
簗
田
の
静
岡
コ

ン
ビ
で
先
制
を
森
田
︱

眞
杉
の
関
東
同
期
コ
ン

ビ
が
叩
き
に
行
く
か
カ

マ
シ
で
も
つ
れ
る
展
開

を
嘉
永
が
先
捲
り
、
そ
れ

を
王
者
脇
本
が
桁
違
い

の
パ
ワ
ー
で
行
っ
て
し

ま
う
か
と
。
菅
田
に
松

本
、
山
口
は
単
騎
で
前
々

に
攻
め
る
か
。

（
コ
ン
ド
ル
出
版武

田
一
康
）

　

決
勝
進
出
に
近
い
の

は
１
次
・
２
次
予
選
を

突
破
す
れ
ば
脇
本
の
番

手
が
用
意
さ
れ
て
い
る

実
績
の
三
谷
竜
生
（
奈

良
）。
眞
杉
か
森
田
に
行

け
る
宿
口
陽
一
（
埼
玉
）

佐
藤
礼
文
（
茨
城
）
の

マ
ー
カ
ー
。
逃
げ
で
は

持
た
な
い
が
捲
り
の
威

力
は
西
日
本
№
１
の
河

端
朋
之
（
岡
山
）
は
常

に
気
に
成
る
選
手
、
好

き
に
走
れ
る
単
騎
の
時

は
無
条
件
で
頭
狙
い
。

　

松
山
オ
ー
ル
ス
タ
ー

で
活
躍
し
た
橋
本
強
（
愛

媛
）
は
後
輩
、
松
本
貴

治
（
愛
媛
）
と
は
抜
群

の
相
性
。
旧
熊
本
バ
ン

ク
で
は
ダ
ー
ビ
ー
優
勝

が
あ
る
成
田
和
也
（
福

島
）
の
卓
越
し
た
テ
ク

ニ
ッ
ク
は
健
在
。
こ
こ

一
番
に
強
い
山
田
久
徳

（
京
都
）。
熊
本
全
日
本

選
抜
を
走
っ
て
い
る
恩

田
淳
平
（
群
馬
）。
勝
ち

上
が
れ
ば
山
口
拳
矢
（
岐

阜
）
の
後
は
約
束
さ
れ

て
い
る
坂
口
晃
輔
（
三

重
）
に
動
け
る
岡
崎
智

哉
（
大
阪
）、
売
り
出
し

中
の
自
力
型
、
木
村
皆

斗
（
茨
城
）。
ナ
シ
ョ
ナ

ル
チ
ー
ム
仕
込
み
の
パ

ワ
ー
レ
ー
サ
ー
小
原
佑

太
（
青
森
）
に
マ
ー
カ
ー

星
野
洋
輝
（
福
島
）。
一

発
あ
る
原
田
研
太
朗
（
徳

島
）
は
人
気
薄
な
ら
。

　

九
州
で
主
役
の
嘉
永

泰
斗
（
熊
本
）
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
一
番
手
は
、
男

気
の
塊
阿
部
将
大
（
大

分
）、
前
で
発
進
も
辞
さ

ず
の
レ
ー
サ
ー
。
熊
本

輪
界
の
功
労
者
、
中
川

誠
一
郎
は
地
元
５
割
増
。

落
車
明
け
の
塚
本
大
樹

に
自
力
の
東
矢
圭
吾
、

久
々
に
地
元
記
念
を
走

る
松
川
高
大
ま
で
が
１

班
の
有
力
処
。

　

２
班
に
は
旬
の
自
力

型
が
目
白
押
し
。
パ
ワ

フ
ル
戦
法
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
、
Ａ
級
１
・
２
班
戦

を
特
別
昇
進
で
上
が
っ

て
来
た
猿
樂
楓
樹
（
岡

山
）
は
熊
本
市
の
隣
、

合
志
市
出
身
の
肥
後
っ

子
、
野
球
を
や
っ
て
い

た
関
係
で
岡
山
か
ら
デ

ビ
ュ
ー
し
た
が
、
Ｓ
級

で
も
力
強
い
先
行
で
旋

風
を
巻
き
起
こ
し
て
い

る
注
目
の
レ
ー
サ
ー
。

地
元
記
念
に
初
め
て
呼

ば
れ
た
松
本
秀
之
慎
・

佐
藤
壮
志
は
凄
い
練
習

を
し
た
の
か
Ｆ
Ⅰ
だ
け

で
な
く
記
念
で
も
活
躍
、

夢
は
嘉
永
の
前
で
漢
に

成
る
事
。

　

林
昌
幸
（
愛
媛
）
坂

田
康
季
（
佐
賀
）
青
木

瑞
樹
（
岡
山
）
福
田
稔

希（
栃
木
）南
部
翔
大（
大

阪
）
阿
部
英
斗
（
福
岡
）

野
中
龍
之
介
（
神
奈
川
）

中
村
龍
吉
（
福
島
）
は

１
予
の
主
役
。
す
で
に

記
念
２
度
優
出
の
棚
瀬

義
大
（
岐
阜
）
は
別
格
。

　　　　現 場 記 者 が 本 音 で 迫 る ‼現場記者が本音で迫る‼

熊本記念推奨選手熊本記念推奨選手

激
闘
激
闘
‼‼
全
国
か
ら
強
豪
集
結

全
国
か
ら
強
豪
集
結

単
騎
の
一
撃

　

河
端
朋
之

充
実
関
東
勢

眞
杉
匠
主
軸

王
者
の
貫
録

　

脇
本
雄
太

連
覇
に
挑
戦

　

深
谷
知
広

地
元
Ｖ
狙
う

　

嘉
永
泰
斗

　

脇
本
雄
太

圧
巻
の
Ｖ
走

激
戦
の
準
決
勝

優
出
候
補
は
？

熊
本
県
出
身

　

猿
樂
楓
樹

Ⅴ熊本記念
展望

開設76周年記念熊本競輪
主力９選手の横顔


